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私の所有している車が来年で10
年目を迎えます。まだまだこれからで
すが、長く乗り続けるには、メンテナ
ンスが大切です。これは人間の体も同
じこと。今回の特集では、昨年実施し
た健診世帯調査・がん検診アンケート
の結果を紹介しています。この結果に
よると健診もがん検診も、受診されて
いない方が結構おられます。体は車の
ように乗り換えできません。大切な家
族のためにも、ぜひ受診しましょう。

（広報担当Ｓ）　

不要となった広報誌は、その他古紙（雑誌）として古紙回収日に
出していただきますようお願いします。

百瀬川隧道竣工式（大正 14 年 7 月 16 日）

現在の百瀬川隧道

さ
６
間
（
約
11
メ
ー
ト
ル
）、
幅
１
．

３
間
（
約
２
．
３
メ
ー
ト
ル
）
の
木
造

の
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
川
の
堤

防
が
高
い
た
め
に
、
橋
を
渡
る
た
め
に

は
急
な
坂
道
の
上
り
下
り
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
荷
車
な
ど
の
通
行
は
大
変
困

難
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
元
住
民
を
中
心
に
、
川

の
下
を
く
ぐ
る
隧
道
の
建
設
を
熱
望
す

る
声
が
あ
が
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の

県
の
関
係
者
の
理
解
も
あ
っ
て
、
ト
ン

ネ
ル
化
の
計
画
が
具
体
化
し
、
大
正
13

　
県
道
小
荒
路
牧
野
沢
線
が
百
瀬
川
を

く
ぐ
る
百
瀬
川
隧ず

い
ど
う道
は
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
７
月
16
日
に
約
10
か
月

の
歳
月
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
ト
ン
ネ

ル
で
す
。

　
百
瀬
川
は
、
福
井
県
美
浜
町
と
の
県

境
付
近
に
源
を
発
し
、
川
原
谷
と
呼
ば

れ
る
急
峻
な
谷
を
抜
け
て
、
沢
・
新
保

地
先
を
経
て
琵
琶
湖
に
注
ぐ
川
で
、
大

規
模
な
谷
の
侵
食
で
流
れ
出
た
土
砂

は
、
平
地
部
に
入
っ
て
、
大
沼
か
ら
沢

地
先
に
広
が
る
広
大
な
扇
状
地
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
川
は
、
か
つ
て
は
黒く

ろ
か
わ川
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
く
つ
に
も
分

流
し
て
多
く
の
瀬
を
成
し
て
い
る
と
い

う
川
の
特
徴
か
ら
、
百
瀬
川
と
名
づ
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
い
く
つ
も
の
瀬
を
経
て
流
れ
出
る
水

は
、
た
び
た
び
増
水
し
、
氾
濫
を
繰
り

返
す
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
て
、
地
元

の
人
か
ら
は
「
暴
れ
ん
坊
黒
川
」
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
近
代
に
な
っ
て
も
、
百
瀬
川
は
た
び

た
び
増
水
や
堤
防
決
壊
を
繰
り
返
し
、

周
辺
道
路
は
交
通
上
の
難
所
と
言
わ
れ

続
け
て
い
ま
し
た
。
川
を
渡
る
橋
と
し

て
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
長

百
瀬
川
隧
道
の
成
立

百
瀬
川
隧
道
の
成
立

年
10
月
８
日
に
、
百
瀬
川
隧
道
建
設
の

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
明
治
維
新
以
降
、
飛
躍

的
な
土
木
技
術
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
う

近
代
交
通
網
の
整
備
が
続
き
、
滋
賀
県

内
で
は
、
天
井
川
の
下
を
く
ぐ
る
切
石

造
り
の
隧
道
と
し
て
、
明
治
17
年
の
大

沙
川
隧
道
、19
年
の
由
良
谷
川
隧
道（
と

も
に
湖
南
市
）
な
ど
の
建
設
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
隧
道
は
、
明
治
時
代
頃
は
切
石
積
み

や
レ
ン
ガ
造
り
の
も
の
が
主
流
で
し
た

が
、
大
正
時
代
頃
か
ら
は
鉄
道
用
隧
道

の
影
響
を
受
け
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
も
の
が
多
く
築
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
工
事
に
は
高
額
な

費
用
と
高
い
技
術
を
必
要
と
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
石
積
み
の
も
の
よ
り

堅
固
で
、
現
在
に
も
残
る
よ
う
な
保
存

性
の
高
い
も
の
が
数
多
く
造
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
百
瀬
川
隧
道
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
延
長
36
．
４
メ
ー

ト
ル
、
幅
５
．
５
メ
ー
ト
ル
の
標
準
馬

蹄
形
ト
ン
ネ
ル
で
、
そ
の
建
設
は
、
当

時
の
高
島
市
内
で
は
大
き
な
注
目
を
集

め
た
画
期
的
な
土
木
工
事
で
し
た
。
竣

工
時
に
は
、
多
く
の
地
元
住
民
ら
も
参

加
を
し
て
、
盛
大
な
祝
賀
会
が
開
か
れ

た
様
子
が
写
真
等
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
に

は
、
歩
行
者
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に

隧
道
脇
に
歩
行
者
専
用
の
ト
ン
ネ
ル
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
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